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要 約

1987～1997年 に宮崎県内の食肉検査所で採取された豚の奇形心324例 を解剖学的に観察 した,大 動脈狭窄が224例

(69.1%)で 最 も多 く,次 いで心内膜床欠損37例(11.4%),心 室中隔欠損32例(9.9%)で あった.大 動脈狭窄と心

内膜床欠損が多いことはこれまでの報告 とほぼ一致 し,豚 の心奇形の特徴 と考えられた.
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動 物 の 心 奇 形 につ い て は多 数 の 報 告 が な さ れ て い る

が,そ れ らの 多 くは 症 例 報 告 や 断 片 的 な もの で,系 統 的

に動 物 の心 奇 形 の 詳細 を明 らか に した もの は 少 ない[2,

4,5,7,9,13,14].著 者 らは家 畜 の心 奇 形 の特 徴 を明 ら

か にす る 目的 の 一 環 と して,豚 の奇 形 心 を形 態 学 的 に観

察 し,ほ か の動 物 や 人 の そ れ ら と比 較 した.

材 料 お よ び 方 法

材 料 は1987～1997年 に宮 崎 県 内 の 食 肉検 査 所 で 採

取 され た 豚 の 奇 形 心324例 で,そ れ らを新 鮮 状 態,ま た

はホ ル マ リ ン固 定 後,肉 眼 的 に観 察 した.心 奇 形 の発 生

率 につ い て は1996～1997年 に宮 崎 県 内 の2カ 所 の食 肉

検 査 所 で 調 査 した.

成 績

食 肉 用 に と殺 され た豚33,565頭 中24頭 に心 奇 形 が 認

め られ,そ の 発 生 率 は0.07%で あ っ た.そ の24例 と

1987～1996年 に採 取 され た 豚 の 奇 形 心300例 との合 計

324例 に つ い て 調 査 した 結 果,豚 の 年 齢 は,324例 中

318例(98.1%)1が6～7カ 月 歯令,4例 が3歳,2例 が1

歳 で あ っ た.性 別 は179例(55.2%)が 去 勢 ま た は雄,

70例(21.6%)が 雌,残 りの75例 は不 明 で あ っ た.品

種 は308例(95.1%)が 三 元 雑 種,4例 がLW種,3例

が バ ー ク シ ャ ー種,2例 が デ ュ ロ ック種,1例 が雑 種 で

あ った.

324例 の奇形心にみ られた奇形の種類 とそれぞれの発

生割合を表1に 示 した.

奇形心324例 の うち最 も多かったのは大動脈狭窄で

224例(69.1%)に 認められた.大 動脈狭窄の単独奇形

は183例 で,そ のほかに心室中隔欠損(VSD)と 合併す

るもの20例,一 尖大動脈弁または肺動脈弁下狭窄と合

併するもの各7例,動 脈管開存(PDA)と 合併するもの

5例,フ ァロー四徴および二重前大静脈と合併するもの

各1例 であった.ま た,大 動脈狭窄のうち222例 は大動

表1豚 の奇形心324例の分類
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図1　 6カ 月齢,去 勢 豚にみ られた大動脈弁 下狭窄.

左心室 流 出路 を右 側 よ りみ る.矢 印は狭 窄 し

た左心 室流出路 と心 内膜 の肥厚 を示す.

A:大 動脈P:肺 動脈

図2　 6カ 月齢,雌 豚 にみ られた不完全 型心 内膜床

欠損.心 房 面を切開 し,心 底部か らみ る.

A:前 架橋尖B:後 架橋尖C:不 完 全型心

内膜床欠損に特徴 的な結 合舌

脈 弁 下狭 窄 で,残 りの2例 は 上行 大 動 脈 狭 窄 と弁 口部 の

狭 窄 で あ っ た.大 動 脈 弁 下狭 窄 の心 臓 で は左 心 室 壁 が 肥

厚 して左 心 室 流 出路 は狭 窄 し,そ の部 の心 内 膜 や 左 房 室

弁 の 中 隔 尖,大 動 脈 弁 な ど は種 々な 程 度 の肥 厚 を示 して

い た(図1).

324例 中37例(11.4%)は 心 内 膜 床 欠 損(ECD)で

あ っ た.そ の う ち 単 独 奇 形 が26例,心 房 中 隔 欠 損

表2　 家畜お よび人の心奇形の発生率

(ASD)と 合 併 す る もの6例,PDAま た は肺 動 脈 弁 狭 窄

と合 併 す る もの 各2例,VSDと 合 併 す る もの1例 が み ら

れ た.ま た,32例 は完 全 型ECDで,心 房 中 隔 の 下部 と

心 室 中 隔 の 上 部 が 欠損 して 共通 房 室 口 を 形成 し,右 房 室

弁 の 中 隔 尖 が 前 位,左 房 室 弁 の 中 隔 尖が 後 位 で,そ れ ぞ

れ 左 右 の 心 室 に騎 乗 す る 架 橋 尖 を形 成 して い た.37例

中5例 は 前 後房 室 弁 の 架 橋 尖 の 一部 が結 合 舌で 融 合 した

不 完 全 型ECDで あ っ た(図2).

324例 中32例(9.9%)は 心 室 中 隔 欠損(VSD)で あ

った.そ の う ち 単独 奇形 が27例,ASDと 合 併 す る もの

3例,二 尖 肺 動 脈 弁 また は肺 動 脈 狭 窄 と合 併 す る もの 各

1例 で あ っ た.ま た,30例 は膜 周 囲 部 欠 損,2例 は 筋 柱

部 欠 損 で.漏 斗 部 欠損 と流 入 部 欠損 は 認 め られ なか っ た.

欠 損 口の 大 き さは径1～22mmで,い ず れ の 心 臓 も右 心

室 は 肥 大 し,右 心 室 の側 壁 は 限 局 性 の 心 内 膜 肥 厚 を呈 し

て い た.

ASDは3例 に認 め られ た が,そ れ らは いず れ も 二次 口

型ASDで あ った.こ の3例 以 外 に,ECDに 合 併 す る6

例 とVSDに 合 併 す る3例 に 二次 口型ASDが 認め られ た.

右 房 室 弁 の 中 隔 尖 が 房 室 線 維 輪 を離 れ て 心 室 中 隔 に

直 接 付 着 した エ ブ ス タ イ ン 奇形 が3例 に 認 め られ た,こ

の3例 で は右 心 室 の 後壁 が非 薄化 し,右 心 房 と と も に心

臓 の 後 方へ 大 き く膨 隆 してい た.

両 大 血 管左 室 起 始3例 と右 室 起 始1例 は い ず れ もVSD

を合 併 して い た.冠 状 動 脈瘻 の3例 は,い ず れ も右 冠状

動 脈 の 分 枝 が 右心 室 腔 へ 直 接 開 口 した もの で あ っ た.

考 察

今 回,食 肉検 査所 で採 取 した豚 の心 奇 形324例 を肉 眼

的 に 観 察 した.こ れ まで に 報告 され て い る心 奇 形 の 発 生

率 に つ い て 表2に ま とめ た.心 奇 形 の 発 生 率 は そ の 調 査

対 象 や 報 告 者 に よっ て著 し く異 な って お り,各 種 の 動 物

や 人 と単純 に比 較す る こ と はで き ない が,今 回 の 豚 で の

観 察 結 果 を と畜 豚[4,5,10,16],と 畜 牛[16],馬[3],

成 人[11]お よび 家 畜 病 院 患 畜[9,13]で の 発 生 率 と比

較 した.と 畜 豚 に 関 す る 報 告 で は0.16[16]～2.1%

―8―



大和田孝二 村上隆之 寺原重昌 他

[4]と かなりの差があ り,今 回の0.07%は いずれの報

告よりも低い値であった.こ のことは,今 回の検索例の

大多数が食肉用健康畜として出荷 されたものであったた

めと思われた.一 方,と 畜牛では0.17%[16],馬 の剖

検例では0.5%[3]で あ り,豚 の報告 とほぼ類似 して

いた.成 人ではやや高 く0.81%[11]と いわれている

が,こ れは診断技術の差や定期的な健康検査の実施によ

るところが大 きいと考えられた.家 畜病院患畜の犬では

0.5%[13],猫 では0.1%[9]と 報告されているが,

それらの患畜の年齢は不明であり,今 回の豚における発

生率 との差異は明らかにできなかった.ま た,今 回観察

した豚の品種は,三 元雑種が97%を 占め,性 別は不明

のものが約23%で あったため,品 種および性別による

心奇形の発生率の差異は不明であった.

豚の心奇形の種類 とその割合についてこれまでの報告

例 と比較 した(表3).今 回の観察例では大動脈狭窄が

69.1%で 最も多 く,次 いでECDとVSDが 多かった.同

じくと場例ではVan Nie[16]の 例 を除けば,い ずれの

報告[5,10]で も大動脈狭窄(特 に弁下狭窄)が 圧倒

的に多い.一 方,若 齢で死亡した豚を多 く含む剖検例で

は,ASDとVSDが 多 く,大 動脈弁下狭窄は少ない[2,

7].大 動脈弁下狭窄は肥大型心筋症の一形態であ り,そ

の病変の進行は緩除であるため[8],若 齢期には少なく,

と場例での検出率が高いものと考えられた.

次に,今 回豚で観察された心奇形の種類 とその発生割

合を,牛 のと場例,家 畜病院患畜の犬 と猫,お よび成人

の心奇形と比較した(表4).肉 用成牛ではVSDが[10,

16],若 齢動物も多 く含 まれると思われる犬ではPDAが

[15],猫 ではVSDが[6],そ して人ではASDが[12]

とそれぞれ最も多 く認められている.動 物種 による遺伝

的特性,生 育環境,調 査対象の年齢などの影響によるも

のかどうか明らかではないが,動 物の種 によって多発す

表3　 豚 におけ る心奇形の種類 とその割合

表4　 豚 にお ける心奇形の種類 とその割合
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る心奇形の種類が異なっていることが示唆され,肉 豚で

はほかの動物と異なり大動脈狭窄が多発 していることが

特徴 と考えられた.

心奇形の発生原因は人では85%以 上が不明といわれ

ているが[1],大 ・中型動物ではほとんど明らかにされ

ていない.こ れか らも疫学的,遺 伝学的などあらゆる方

面からの追究が必要であると考えられた.
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Morphology of 324 Swine Cases of Cardiac Anomalies

Kouji OHWADA*, Takayuki MURAKAMI, Sigemasa TERAHARA,

Kazunori KUMAMOTO and Kazuhisa IWAKUMA

*Miyazaki Prefectural Federation of Agricultural Mutual Aid Association, Miyawaki-cho,

Miyazaki 880-0877, Japan

SUMMARY

Morphological observation was conducted on 324 swine cases of the malformed heart collected at meat
inspection centers in Miyazaki Prefecture from 1987 to 1997. The incidence was 0.07% and the most frequent-
ly occurring was aortic stenosis observed in 224 cases (69.1%), followed by endocardial cushion defect in 37
cases (11.4%) and ventricular septal defect in 32 cases (9.9%). Aortic stenosis and endocardial cushion defects
might be the most common cardiac anomalies in swine, as proviously described.
- Key words: cardiac anomaly, swine.

J. Jpn. Vet. Med. Assoc., 52, 7•`10 (1999)

―10―




